
 キリスト者共同体 夏季特別公開講座 

老・病・死 
 -“からだ”をもつことの秘儀 

  

 “からだ”をもつということの本当の意味は何でしょうか？ 

 恒例となりましたミヒャエル・デーブス氏による夏の特別講座、今回は、誰にもかかわり

のある「老・病・死」の問題に取り組みます。この問題は「生老病死という仏教の「苦」の真

理にもつながります。 “からだ”をもつという人生の切実な現実にキリスト的観点から新たな

光を当てることを通して、未来につながる身体論を見出すことが可能です。それはさまざま

な文化活動に新しい生命を与える出発点になりうるのではないでしょうか？ ご関心をお持

ちの方のご参加を心よりお待ちしております。 
キリスト者共同体東京集会 

 

 

講師：ミヒャエル・デーブス (キリスト者共同体司祭、人智学研究家) 

日時：2018 年 8 月 5 日(月)14 時～7 日(水)12 時半頃 

会場：キリスト者共同体東京集会 久が原集会所 

定員：各コマ定員 40 名 （定員に達し次第締め切らせていただきます） 

参加費（受付にて）：通し参加 一般  当日 10,000 円 予約 9,000 円  

        成員・会員 当日  8,000 円 予約 7,000 円  

   部分参加 (講義 1 コマあたり) 一般：2000 円 成員・会員：1500 円 
 

日程 

8 月 5 日(月) 8 月 6 日(火) 8 月 7 日(水) 

 

 

 

9:30      人間聖化式 9.30        人間聖化式 

11:00 - 12:30   講義 ③ 11:00 - 12:30 講義 ⑥ 閉会 

    昼食 

 

14:00 - 15:30  開会、講義 ① 14:00 - 15:30    講義 ④ 

    休憩     休憩 

16:00 - 17:30     講義 ② 16:00 - 17:30    講義 ⑤ 

    注意：講義の進行状況に従って、各コマの時間配分が変更されることがあります。 

 

 

☆講義はセミナー形式で、参加者の皆様との対話も含めて進行します。ご質問なども適宜受け付けられる
と存じます。講義はドイツ語で行われ、日本語による通訳がつきます。 
 
☆二日目、三日目の朝にはキリスト者共同体の礼拝である人間聖化式が執り行われます。参列は自由です。 
 

☆本講座の参加費には講師の渡航費用、滞在費などが含まれています。 
 

主催・申込先 キリスト者共同体東京集会 

〒146-0084 東京都大田区南久が原 2-16-19 1F 

  Fax03-3757-4917  Mail: tokyo@kirisutoshakyodotai.org 

 HP: http://www.kirisutoshakyodotai.org 



 

 
ミヒャエル・デーブス氏 略歴 
 
１９４３年ドイツ生。大学で数学、物理学、哲学を、キリスト者共同体司祭
養成ゼミナールで神学を学び、６９年司祭就任。１９７８年～２００７年ゼ
ミナール教授として司祭養成・多くの日本人学生の指導にあたった。2018 年
までドイツ・ミューリンゲン集会として活動、引退後はキリスト者共同体や
人智学の講演者として、広くドイツ国内や世界各地で講演、講座活動を行っ
ている。宗教と医学、教育など他分野との協力活動にも積極的で、著作多数：
「物質と光」、「コンピュータに“攻撃”される人間」、「信仰と認識」、「人智学
とキリスト教会の改新」、「天使体験」、「マリア・ソフィア」、「人生における
復活の力 ―キリスト者共同体サクラメント論」など。 
最近では日本、韓国などでの講演、講座活動を毎年行い、アジア文化に深い
関心を寄せているほか、日本ではシュタイナーの神秘劇上演にも力を注いで
いる。 

 

 

 

キリスト者共同体について 

 

キリスト者共同体は、１９２２年に中部ヨーロッパで開始

されたキリスト教運動です。創立にあたって、人智学（ア

ントロポゾフィー）の創始者であるルドルフ・シュタイナ

ーの大きな助力を得ています。日本では２０００年６月か

ら正式に活動を開始し、現在、東京と大阪に二つの集会（教

会）があり、また札幌には定期的に司祭が訪問する準備会

があります。 

 キリスト者共同体は自由な精神を大事にします。そのた

め特定の教義やドグマを設けず、新しい礼拝と儀式（サク

ラメント）の実施を活動の中心におき、現代にふさわしい

宗教活動を創造することを目指しています。 

 キリスト者共同体の儀式、講演、講座などの主要な活動

には、一般の方でも自由にご参加になれます。 

 

2019 年 8 月 5 日～7 日、東京集会講座によせて  ミヒャエル・デーブス 

 

人間の“からだ”には二重の秘密が隠されています。外的な“からだ”はまず、感覚的な肉

体であり、それは老いと病と死の法則に従っています。これに対して“からだ”には内的

な秘密があり、それは血液の本質と結びついているのです。血液は人間が傷ついたとき

にだけ外的な感覚的知覚の対象となりますが、それ以外は内的なものでありつづけ、新

しい生命力の源泉となっています。そのようにして「体と血」には過去と未来、死と生

成が入り込んでいるのです。この“からだ”をもつということの秘密を理解することは、

キリスト教の秘儀を理解する出発点となるのです。 


